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令和４年度 シラバス                          松山北高等学校中島分校 

教 科 家庭科 科  目 フードデザイン 学 年 第 ２ 学年 講 座  

単位数 ４ 単位 教 科 書 フードデザイン cooking＆arrangement（教育図書） 

副教材 フードデザインワークノート（教育図書）調理実習ノート専門編（愛媛県高等学校家庭科教育研究会） 

 

学習目標 
 多様化する食環境に自らの健康を考え対応できる力を養うことを目指す。楽しく豊かな食
事をデザインできるような実践力を見につけさせる。 
    

 
 学 習 計 画 及 び 内 容                考 査 

１ 
 
 
学 
 
 
期 
 

４月 
 

５月 
 
 
 

６月 
 

７月 
 
 

健康と食生活 
 
 
栄養素・食品の特徴 
 
 
 
 
 
 

 食べることは生きるための意味合い
だけでなく、さまざまな意味があること
を理解する。 
 栄養摂取の必要性や、健康を維持する
ために必要な栄養摂取量、ライフステー
ジごとの栄養摂取の特徴を理解する。 
 各栄養素の種類と栄養的な意義、それ
らの栄養素を含む食品について知り、各
栄養素の代謝経路と役割を理解する。 
 さまざまな食品について、特徴とその
調理性、加工について理解する。 
  

 
 
第１回考査 
 
 
 
 
第２回考査 
 

２ 
 
 
学 
 
 
期 

８月 
 

９月 
10 月 

 
11月 

 
12月 

 
 
 
 
 
調理と献立 
 
 
 
 
 

 身の周りにある加工食品を知り、加工
の方法や目的を理解する。 
 食品に記載された情報の正しい見方
を知り、食品選択に役立てることができ
るようになる。食中毒の危険性を知る。 
 調理は食品を食事の目的に合うよう
につくりかえることであることを理解
する。 
 ライフステージごとの特徴を理解す
る。望ましい献立ができる能力を身につ
ける。 

 
 
 
第３回考査 
 
 
 
第４回考査 

３ 
 
学 
 
期 

１月 
 
 

２月 
 
 

３月 

 
 
 
 
 
豊かな食生活をつくる 
 
 

 各様式の献立構成、食卓構成、作法を
理解する。   
 テーブルコーディネートの基本をふ
まえ、ふさわしい食卓の整え方や環境作
りの技術を身につける。 
 現代の食生活を見直すために、食育の
大切さを理解する。また、地域ごとの取
り組みについて学ぶ。 

 
第５回考査 
（３年１月） 
（１、２年 
  ３月） 
 
 
 

 
学 
習 
の 
方
法 

授業の前に予習として教科書を読みます。そして、授業中には、説明をよく聞きノートの指定の場所
に板書事項を記入していきます。また、重要な語句には、線を引きます。授業後は、宿題をし、定期
考査終了時にノートの提出ができるようにプリントの整理をします。  
 学習した内容で家庭生活で役立つことは、実践していきましょう。 
 家庭学習時間の目安は、予習１５分、復習１５分 合計３０分とします。 

 

評 
価 
の 
観
点 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技  能 知識・理解 
 自ら課題に取り組も
うとする意欲や態度を
見に付けているかどう
かを評価する。 
 
 

 各分野の知識・技能を活用
して課題を解決するために
必要な思考力・判断力・表現
力を身に付けているかどう
かを評価する。 
 

 各分野において習得 
すべき技術を身に付け 
ているかどうかを評価 
する。 
 
 

 各分野において習得
すべき知識や重要な概
念を身に付けているか
どうかを評価する。 
 
 

 

備 
考 

年間で２０回の調理実習を実施する。 
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